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SUPER GT 第3戦 マレーシア・セパン・インターナショナル・サーキット

6月27日 天候：晴れ コースコンディション：ドライ

2025年SUPER GT第3戦セパン大会が、マレーシアのセパン・インターナショナル・サーキットで、6月27
日・28日開催されている。6月27日はレースに向けた2回目の公式練習が午前中に、午後には公式予選が行われ
た。午前10時30分からスタートした2回目の公式練習は、事前の予想通り路面の汚れが走行毎に綺麗になり、昨
日のタイムを早々に上回る1分52秒台が続々と記録された。気温は昨日よりも上がり、手元計測で34度、路面温
度は52度まで上昇した。そうしたコンディションの中、TRS IMPUL with SDGは1分52秒491を4周目にマーク
し、総合トップに。最高速も262.1km/hとこのウイーク初の260km/h超えとなり、順調な滑り出しを見せた。
結局、1時間15分の走行枠をフルに活用し、セットアップを進めながら23周を走行。序盤に記録したタイムで

総合5番手でこのセッションを終えて午後の公式予選Q1に臨むこととなった。
午後5時3分から10分間のQ1がスタート。気温32度、やや雲が多いからか路面温度は41度というコンディ

ション。Q1を担当したベルトラン・バゲット選手は1周目を2分3秒046でクリアすると、2周目に1分56秒312
で2番手、さらに3周目に1分51秒675でトップに。しかしその後、ライバルたちもペースアップし、9番手でQ2
進出を果たした。Q2は開始早々にエンジンブローでストップした車両により、赤旗が提示されセッションは中
断。残り8分で再スタートし、このセッションを担当した平峰一貴選手は4周目に1分50秒684をマーク。このタ
イムにより、明日の決勝は6番グリッドからのスタートとなった。

【 コメント 】

■TRS IMPUL with SDG 平峰一貴選手

昨日から少しセットアップを変更して、朝のフリー走行を走りました。クルマの反応の良し悪しをそこで見て、当然、良いところとそうではない
ところが出てきますが、良い部分だけを引き出し、良くない部分は修正していきました。結果的には、良い状態に仕上げることができたと思
います。バランスの良いセットアップを試せたセッションでしたね。予選ではQ2を担当しましたが、今週はあまり良いリズムで走れていなかった
ので、短い予選時間内でどうなるかと思っていました。でも、バゲット選手がしっかりとQ1を走ってQ2につなげてくれましたし、自分が履いた
のは今回初めて使うタイヤでしたが、しっかりグリップしてくれて、最後まで集中して走りきることができました。レースに向けて、いい準備がで
きてきていると思います。今日のデータをしっかり見直して、明日はいいレースをしたいと思います。

■TRS IMPUL with SDG ベルトラン・バゲット選手

今朝のセッションは悪くありませんでした。新品タイヤで走り出してフィーリングを確かめたのですが、感触は良かったです。セットアップには少
し調整が必要でしたが、フィーリング自体は悪くありませんでしたし、ロングランも良かったので、明日に向けてはポジティブな内容だったと思
います。予選ではQ1を自分が担当しました。コースインのタイミングが少し早すぎたかもしれませんし、2周目でプッシュしたのも早すぎたか
もしれません。ですので、タイミングは完璧とは言えませんでしたが、それでもQ2進出は果たせましたし、それが一番重要なことです。Q2に
向けては平峰選手用にセットアップを少し調整しました。タイミングも彼にとっては完璧だったと思いますし、素晴らしいラップで6番手を取っ
てくれました。今日の中では、これが最大限の結果だったと思います。明日は良いポジションからスタートできますし、最低でも表彰台を目
指して戦えると思います。

■TRS IMPUL with SDG 星野一樹監督

昨日の公式練習、そして今日午前中のセッションでも、ずっとトップ6以内に入ることができているので、ウイーク全体の流れとしては非常に
ポジティブですね。その流れのまま予選に向かいましたが、ちょっと出走タイミングが悪く、バゲット選手には少し気の毒なことをしてしまいまし
た。彼自身は素晴らしいドライビングをしてくれて、Q2進出を果たしてくれましたが、本来であればもっと上のポジションにいけたと思います。
それを受けた平峰選手も良い走りをしてくれて、トップ6からのスタートになったので、明日はしっかりと上位で戦えると思います。ここまで非
常に順調に来ています。明日の天気予報はあまり良くないと聞いていますが、うちはいつも総合力で戦っていますし、レースに強いチームで
すから、強い2人のドライバーがきっと頑張ってくれると思います。表彰台を獲得して、日本に帰りたいですね。
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